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再
発
見
・
牛
久
第
三
十
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
　
　
　
栗く
り
は
ら原

　
功
い
さ
お

　

　
戦
国
大
名
・
福
島
正
則

　
　
―
正
則
に
蕃
山
の
実
父
が
仕
え
て
い
た
―

　
福
島
正
則
は
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
豊

臣
秀
吉
に
小
姓
と
し
て
仕
え
、
秀
吉
が

出
世
の
大
き
な
道
を
か
け
の
ぼ
る
糸
口

に
な
っ
た
鳥
取
城
攻
め
や
山
崎
合
戦（
こ

こ
で
秀
吉
が
明
智
光
秀
を
打
ち
破
っ
た
。

現
在
は
京
都
府
乙お
と
く
に訓
郡
大
山
崎
町
）で

戦
功
を
あ
げ
、
播は
り
ま
の
く
に

磨
国
神
東
郡
内（
現

兵
庫
県
）に
お
い
て
５
０
０
石
を
う
け
た
。

　
正
則
の
場
合
は
、
出
世
の
端
緒
に
な
っ

た
の
が
天
正
11
年（
１
５
８
３
年
）４
月
に

賤し
ず

ヶ
岳（
琵
琶
湖
北
岸
。
現
滋
賀
県
長
浜

市
）で
豊
臣
秀
吉
が
柴
田
勝
家
を
破
っ
た

合
戦
の
戦
功
で
あ
っ
た
。
前
年
の
天
正

10
年
６
月
に
倒
れ
た
織
田
信
長
の
政
権

を
二
分
し
て
、
豊
臣
秀
吉
と
柴
田
勝
家

が
賤
ヶ
岳
一
帯
で
戦
い
、
福
島
正
則（
23
）・

各時代の歴史よりこぼれ話

思
想
家（
陽
明
学
）熊
沢
蕃
山

　     

と
牛
久
藩
藩
主
山
口
家

―
蕃
山
の
生
家

野
尻
家
は
代
々
牛
久
藩
重
臣
―

め
て
い
っ
た
。

　
関
ヶ
原
の
前
哨
戦
は
、
家
康
の
会
津

征
伐
を
も
っ
て
開
始
さ
れ
た
。

　
三
成
は
、
五
大
老
の
一
人
で
あ
る
会

津
の
上
杉
景
勝
と
呼
応
し
て
家
康
を

東
西
か
ら
狙
撃
す
る
作
戦
を
立
て
て
い

た
。
が
、
こ
れ
を
察
知
し
た
家
康
は
逆

に
陽
動
作
戦
を
と
っ
た
。
家
康
は
自
分

が
会
津
征
伐
を
名
目
に
し
て
大
坂
を

離
れ
れ
ば
、
か
な
ら
ず
三
成
が
挙
兵

す
る
で
あ
ろ
う
と
ふ
ん
で
、
慶
長
５

年（
１
６
０
０
年
）
の
５
月
に
入
る
と
、

５
万
５
８
０
０
余
の
上
杉
征
伐
軍
を
率

い
て
大
坂
城
を
出
発
し
、
７
月
２
日
に

江
戸
城
に
着
い
た
。
家
康
が
予
期
し
て

い
た
と
お
り
、
三
成
は
同
月
19
日
に
家

康
の
譜
代
の
功
臣
鳥
井
元
忠
の
守
る
伏

見
城（
現
京
都
府
京
都
市
）に
攻
撃
を
か

け
て
城
中
の
全
員
を
戦
死
さ
せ
た
。

　
小
山（
現
栃
木
県
小
山
市
）で
の
協
議

で
家
康
は
福
島
正
則
・
細
川
忠
興
・
加

藤
嘉
明
ら
の
諸
将
に
上
杉
征
伐
の
先
陣

を
命
じ
た
。

　
関
ヶ
原
合
戦
後
、
そ
の
戦
功

で
、
福
島
正
則
は
安あ

き芸（
現
広
島

県
）・
備び
ん
ご後（

現
広
島
県
）で
50
万

石
余
を
与
え
ら
れ
た
。

　

家

康

は
、

慶

長

８

年

（
１
６
０
３
年
）２
月
に
征
夷
大

将
軍
に
任
命
さ
れ
、
源
・
足
利

両
家
に
つ
い
で
武
門
と
し
て
３

加
藤
清
政（
22
）・
加
藤
嘉よ
し

明あ
き（

24
）・
脇
坂

安
治（
30
）・
片
桐
且か
つ

元も
と（

28
）・
平
野
長
泰

（
25
）・
糟か
す
や屋
武
則（
不
詳
）・
石
川
一
光（
不

詳
・
討
死
）・
桜
井
家
一（
不
詳
）ら『
先さ
き
が
け懸

衆
』の
働
き
に
よ
っ
て
戦
局
が
秀
吉
軍
勝

利
へ
大
き
く
転
換
し
た
。
秀
吉
は
戦
後
、

彼
ら
先
懸
衆
に
感
状
を
与
え
、
３
千
石

か
ら
５
千
石
を
行
賞
し
た
。
彼
ら
は
世

に『
賤
ヶ
岳
七
本
槍
』と
称
し
ょ
う
よ
う

揚
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
正
則
の
所
領
は
、
20
万
石

に
な
っ
て
、
秀
吉
の
全
国
平
定
戦
は
も

と
よ
り
、
朝
鮮
へ
も
出
兵
し
、
文
禄
４

年（
１
５
９
５
年
）
に
尾
張
・
清
洲（
現

愛
知
県
清
須
市
）
で
24
万
石
に
加
増
さ

れ
た
。
正
則
を
と
り
た
て
た
秀
吉
も
、

慶
長
３
年（
１
５
９
８
年
）８
月
に
63
歳

を
一
期
と
し
て
没
し
た
。

　
秀
吉
没
後
、
世
人
は
徳
川
家
康
を

『
天
下
殿
』と
う
わ
さ
し
た
が
、
豊
臣
政

権
を
維
持
す
る
た
め
、
そ
の
前
に
立
ち

ふ
さ
が
っ
た
の
が
石
田
三
成
で
あ
っ
た
。

三
成
は
、
秀
吉
の
腹
臣
で
、
豊
臣
政
権

の
五
奉
行
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　
家
康
は
、
豊
臣
恩
顧
の
大
名
の
三
成

ら
文
治
官
僚
派
と
、
福
島
正
則
・
加
藤

清
正
ら
歴
戦
の
武
闘
派
と
の
対
立
に
乗
じ
ょ
う

じ
て
、
さ
ら
に
天
下
取
り
へ
の
基
盤
を
固

番
目
の
政
権
・
江
戸
幕
府
を
開
い
た
。

　
慶
長
19
年（
１
６
１
４
年
）に
大
坂
城

で
、
冬
の
陣
、
翌
元げ

ん

な和
元
年
に
は
夏
の

陣
が
お
こ
っ
て
、
秀
頼
が
自
害
し
、
豊

臣
家
は
滅
亡
し
た
。
こ
の
年
、
幕
府
は
、

一
国
一
城
令
と
武
家
諸し
ょ
は
っ
と

法
度
を
発
布
し
た
。

　
幕
府
は
元げ

ん

な和
５
年（
１
６
１
９
年
）６

月
に
正
則
の
居
き
ょ
じ
ょ
う

城
・
広
島
城
修
築
を
武

家
諸
法
度
違
反
と
断
定
し
、
正
則
の

49
万
８
千
石
余
の
所
領
を
没
収
、
信
し
な
の
の
く
に

濃
国

川
中
島（
現
長
野
県
長
野
市
）４
万
５
千

石
余
に
減
封
し
、
蟄ち
っ
き
ょ居
を
命
じ
た
。

　
熊
沢
蕃
山
の
実
父
野
尻
一
利

　
と
養
父
熊
沢
守
久
は
浪
人
に
な
る

　
　
　
―
福
島
正
則
減
封
で
―

　
正
則
の
所
領
が
49
万
８
千
石
余
か
ら

４
万
５
千
石
余
に
減
封
と
な
っ
た
た
め
、

家
臣
の
多
く
が
浪
人
と
な
っ
た
。

　
蕃
山
の
実
父
野
尻
藤
兵
衛
一
利
と
養
父

熊
沢
半
右
衛
門
守
久
も
浪
人
と
な
っ
た
。

熊沢蕃山肖像画ー提供は古

河市大堤・正源山鮭
けいえんじ

延寺

　
熊
沢
蕃ば
ん
ざ
ん山

と
牛
久
①


